
１．合格ラインについて，特に記載の無いものは，６０点以上を合格とします。 

２．定期試験について，特に記載の無いものは，評価配分を均等とします。（【例】年４回定期試験を実施した場合の各定期試験の評価配分は，特に記載の無いものは，２５％ずつになります。） 

科   目 必・選 担 当 教 員 学年・学科 単位数 授 業 形 態 

電気情報工学実験 
Electrical & Information 

 Engineering Experiments 
必修 

山口 利幸 
渡邊 仁志夫 
佐久間 敏幸 
岡本 和也 

３学年 
電気情報工学科 ３ 通年 

週３時間 

授業概要 

一斉実験とローテーション実験から成る。ローテーション実験はＡ～Ｊのテーマで実施する。学生を

４人程度のグル－プで10班に分ける。１テーマを２週間で実験する。実験開始前に、実験内容の概要

を学生に説明してもらう。実験終了後、２週間以内に報告書を提出する。特に、実験テーマＡ，Ｅ，

Ｉの報告書は完全チェックが済むまで受理されない。１人で、特定の実験テーマについて、パソコン

を活用してプレゼンテーションを行う。 

到達目標 

(1)実験機器を正しく取り扱い、目的とする測定データ等を取得できる。(B-h) 
(2)実験目的に対応させて、測定データを整理し、報告書を書くことができる。(B-e) 
(3)特定の実験テーマについてプレゼンテーションや質疑応答ができる。(B-d2b),c)) 

評価方法 
実験への取り組み（欠席は０点）40％、報告書（未提出は０点，期限を過ぎて提出した場合減点する）

40％、プレゼンテーション20％により評価する。 

教科書等 
[教科書] 新訂版強電流実験工学，徳田精 他，国民科学社および実験プリント 

[参考書] 授業で使用する教科書および図書館にある各種工学専門書 

 内  容  学習・教育目標 

第 １週  

第 ２週  

第 ３週  

第 ４週  

第 ５週  

第 ６週  

第 ７週  

第 ８週  

オリエンテーション 

①-1 

①-2 

②-1 

②-2 

③-1 

③-2 

④-1 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第 ９週  

第１０週  

第１１週  

第１２週  

第１３週  

第１４週  

第１５週  

④-2 

⑤-1 

⑤-2 

⑥-1 

⑥-2 

⑦-1 

⑦-2 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第１６週  

第１７週  

第１８週  

第１９週  

第２０週  

第２１週  

第２２週  

第２３週  

⑧-1 

⑧-2 

⑨-1 

⑨-2 

⑩-1 

⑩-2 

プレゼンテーション技術解説 

プレゼンテーション資料作成 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

第２４週  

第２５週  

第２６週  

第２７週  

第２８週  

第２９週  

第３０週  

プレゼンテーション 第1回 

プレゼンテーション 第2回 

プレゼンテーション 第3回 

プログラミング演習 

プログラミング演習 

プログラミング演習 

プログラミング演習 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

B 

（特記事項） 

 

JABEEとの関連 

JABEE a b c d1 d2a)d) d2b)c) e f g h 

本校の学習 

・教育目標 
A A C-1 C-1 C-2 B B D C-3 B 

     ◎ ◎    

実験テーマ 

Ａ．光電変換・センサ－特性  

Ｂ．電子計数回路   

Ｃ．オシロスコ－プ  

Ｄ．電流のつくる磁界・電流が受ける力 

Ｅ．ＦＥＴ・ＰＩＣ 

Ｆ．Linuxマシンの構築 

Ｇ．直流機 

Ｈ．変圧器  

Ｉ．電力測定 

Ｊ．電力制御 

班 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 

① Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

② Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ 

③ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ 

④ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ 

⑤ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

⑥ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

⑦ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

⑧ Ｈ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 

⑨ Ｉ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ 

⑩ Ｊ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ 
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Ａ．光電変換・センサ－特性 

光を電気信号に変換する光電変換素子の特性を測定し、その原理等（内部光電効果）を理解するとともに使用方

法を修得する。具体的な測定事項は、①フォトトランジスタの特性測定、②光導電素子(CdS)の特性測定、③フォ

トカプラの特性測定である。 

Ｂ．電子計数回路 

 計数回路を構成するＡＮＤ、ＯＲ、ＮＯＴ等からなる論理回路について、①半加算器、②全加算器、③ＢＣＤカ

ウンタ、④シフトレジスタを組み、その基本動作を確認、理解する。さらに、これらを応用して、周波数測定や周

期測定を行い、その使用方法を修得する。 

Ｃ．オシロスコ－プ 

オシロスコープはあらゆる工学の分野で波形の観測に使用される機器である。オシロスコープの動作原理や構造

について理解し、その使用方法を修得する。具体的な実験項目は、①偏向及び偏向感度実験、②掃引実験(水平偏

向)、③同期実験、④回路ブロック間の動作波形観測である。 

Ｄ．電流のつくる磁界・電流が受ける力 

電流のつくる磁界や電流が磁界から受ける力は，様々な機器に利用される基礎的な知識である．①直線電流のつ

くる磁界、②環状電流のつくる磁界，③電流が磁界から受けるローレンツ力の測定を行う． 

Ｅ．ＦＥＴ・ＰＩＣ 

電解効果トランジスタの静特性を測定して、動作上の特徴を理解する。また、この測定では、ＧＰ－ＩＢインタ

ーフェイスを用いたパソコンによる自動計測を行い、機器の構成や操作法を修得する。また、２年次のマイクロコ

ンピュータで学習したＰＩＣの応用演習を行う。 

Ｆ．Linuxマシンの構築 

 フリーのOSであるLinuxのインストール方法を修得し、ネットワークに関する設定を行う。また、WindowsとLinu

xを連携させる方法について演習を行う。 

Ｇ．直流機 

 直流発電機や直流電動機の各種特性試験を行い、構造や動作原理について理解し、その運転方法を修得する。具

体的な実験項目は、①直流分巻電動機の始動および回転方向の転換、②直流分巻電動機の速度制御、③直流他励発

電機の無負荷試験、④ワード・レオナード方式による直流電動機の速度制御、⑤直流電動機の速度特性試験、⑥直

流発電機の外部特性試験、⑦直流分巻発電機の励磁特性試験である。 

Ｈ．変圧器 

 変圧器の各種特性試験を行い、構造や原理を理解する。具体的な実験項目は、①絶縁抵抗測定、②極性試験、③

無負荷試験、④短絡試験、⑤特性計算である。さらに、変圧器を用いた三相接続や相数変換を行い、その使用方法

を修得する。具体的な実験項目は、①星形・星形接続、②星形・三角接続、③三角・星形接続、④三角・三角接続、

⑤Ｖ・Ｖ接続、⑥単相→三相変換である 

Ｉ．電力測定 

 単相や三相交流の電力を測定する方法を修得すると伴に、電圧、電流や力率と電力の関係を理解する。具体的な

実験項目は、①単相電力の測定、②電力と位相角の関係、③二電力計法による三相電力の測定、④二電力計法にお

ける位相角と各電力計の指示電力との関係、⑤三相電力計による三相電力の測定である。 

Ｊ．電力制御 

 電力量計を用いた電力量の測定法を修得すると伴に、電力、時間と電力量の関係を理解する。具体的な実験項目

は、①単相電力量の測定、②三相電力量の測定である。さらに、電力系統の故障に際し、故障個所を選択遮断する

のに使用される継電器について、その動作特性を測定し、原理や使用法を理解する。 

プログラミング演習 

 C言語によるデータ処理を通して、アルゴリズムを用いた応用的なプログラミング法の修得を目的とする。また、

具体的なプログラムの作成を通して、基礎的なアルゴリズムの理解、フローチャート、プログラミング技術、問題

解決のための考え方について学ぶ。 

プレゼンテーション 

特定の実験テーマについて、１人でパワーポイントを活用してプレゼンテーションを行う。発表後、質疑を行い

コミュニケーション力の向上を図る。 

 


